




北
海
道
日
中
友
好
協
会
の

第
６
回
友
好
訪
中
団
は
23
人

が
参
加
し
て
、
11
月
５
～
11

日
の
６
泊
７
日
で
上
海
、
杭

州
、
北
京
を
訪
れ
た
。
駐
札

幌
総
領
事
館
の
招
待
ゆ
え
、

王
根
華
総
領
事
と
は
か
な
り

綿
密
な
事
前
調
整
を
行
っ
た
。

詳
細
は
こ
と
の
性
質
上
、

割
愛
す
る
が
、
最
終
的
に

訪
中
団
の
特
徴
に
な
っ
た

の
は
①
中
国
が
誇
る
世

界
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
視

察
②
若
い
経
営
者
の
参

加
③
北
京
に
寄
ら
な
い

４
泊
５
日
短
縮
コ
ー
ス
の

設
定
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。

実
現
に
は
、
副
会
長
斉

藤
博
之
さ
ん
、
法
人
会
員

の
中
島
康
成
さ
ん
（
北
海

道
ポ
ラ
コ
ン
）
ら
当
協
会

の
経
済
交
流
部
会
と
札
幌

商
工
会
議
所
青
年
部
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き

か
っ
た
。
法
人
会
員
増
に

寄
与
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

訪
中
団
員
は
24
～
81
歳
、

初
訪
中
初
海
外
の
人
も
い
た

し
、
15
年
ぶ
り
訪
中
の
人
も

い
た
。
23
人
の
メ
ン
バ
ー
の

う
ち
15
人
が
会
社
経
営
者
と

な
っ
た
の
も
驚
き
だ
っ
た
。

全
体
人
数
の
制
約
か
ら
、
地

域
協
会
の
推
薦
枠
が
20
人
以

上
会
員
が
い
る
と
こ
ろ
か
ら

1
人
と
し
た
こ
と
は
ご
容
赦

願
い
た
い
。

訪
問
視
察
の
目
玉
は
、
杭

州
市
の
ア
リ
バ
バ
本
社
だ
っ

た
が
、
こ
こ
杭
州
で
は
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
の
最
先
端
会
社
「
大

華
」
や
、
北
京
で
は
自
動
運

転
モ
デ
ル
地
区
の
公
道
で
完

全
無
人
の
ミ
ニ
バ
ス
も
体
験

し
た
。

紙
幅
の
制
約
上
、
訪
中
の

詳
細
は
各
団
員
の
レ
ポ
ー
ト

を
集
め
た
「
報
告
集
」
に
譲

る
が
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中

で
目
に
つ
い
た
フ
レ
ー
ズ
を

お
伝
え
し
よ
う
。

・
ア
リ
バ
バ
本
社
で
は
中
国

企
業
の
実
行
ス
ピ
ー
ド
の
速

さ
に
驚
き

・
（
未
完
成
で
も
）
市
場
に

ま
ず
出
し
実
際
の
ニ
ー
ズ
を

吸
い
上
げ
な
が
ら
改
善
し
て

い
く
姿
勢
は
強
い

・
ア
リ
バ
バ
や
ウ
ェ
イ
ボ
、

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
自
国
で

コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す
推

進
力
に
感
心

・
驚
い
た
の
は
高
速
鉄
道
網

の
整
備
が
す
さ
ま
じ
い
規
模

・
先
入
観
の
決
め
つ
け
は
フ
ェ

ア
で
な
い
。
（
近
代
史
は
）

も
っ
と
予
習
し
て
か
ら
臨
む

べ
き
だ
っ
た

・
一
足
飛
び
に
「
互
恵
」
は

早
計
で
、
ま
ず
は
「
互
敬
」

が
ス
タ
ー
ト

・
ク
ル
マ
の
多
く
が
電
気
自

動
車
で
あ
る
こ
と
に
強
い
印

象・
電
気
自
動
車
は
、
日
本
で

は
見
ら
れ
な
い
デ
ザ
イ
ン
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
搭
載
の
車
両

が
多
数

・
屋
台
や
タ
ク
シ
ー
、
個
人

商
店
や
街
角
の
募
金
に
至
る

ま
で
Ｑ
Ｒ
決
済
で
完
結
、
現

金
は
使
わ
な
い

・
Ｑ
Ｒ
決
済
徹
底
の
背
景
に

は
、
独
自
の
ア
プ
リ
文
化
、

現
金
管
理
コ
ス
ト
の
高
さ
、

政
府
の
推
進
…

・
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
を
肌
で
実
感

・
歴
史
的
な
街
並
み
の
す
ぐ

隣
に
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企

業
の
本
社
が
建
ち
並
び
、
伝

統
と
革
新
に
感
銘

・
結
婚
し
て
も
子
供
が
い
な

い
家
庭
が
増
え
、
人
口
減
少

が
課
題
と
聞
い
た

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

今
回
の
視
察
訪
問
の
テ
ー
マ

に
「
知
る
」
を
掲
げ
た
人
も

多
か
っ
た
。
受
け
止
め
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
だ
ろ
う
が
、

23
人
の
瞳
に
映
っ
た
姿
こ
そ
、

中
国
理
解
を
助
け
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
未
来
に

希
望
を
感
じ
た
「
旅
」
で
も

あ
っ
た
。

（
理
事
長

佐
々
木
政
文
）

２
０
０
０
年
を
皮
切
り

に
今
回
が
８
回
目
の
訪
中

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の

時
は
自
転
車
走
行
で
い
っ
ぱ

い
、
肥
満
の
方
も
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

や
素
晴
ら
し
く
発
展
し
た
国

と
な
り
ま
し
た
。

11
月
８
日
午

前
に
、
「
霊
穏

寺
」
を
見
学
、

３
２
６
年
か
あ

る
い
は
３
２
８

年
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
イ

ン
ド
か
ら
渡
来

し
た
僧
・
慧
理

に
よ
っ
て
開
か

れ
た
長
い
歴
を

持
つ
仏
教
寺
院

で
、
古
く
か
ら

中
国
仏
教
の
重

要
な
拠
点
と
し

て
栄
え
た
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。霊

穏
寺
の
向
か
い
側
に
あ

る
飛
来
峰
は
海
抜
２
０
９
メ
ー

ト
ル
の
山
で
、
多
く
の
洞
窟

や
岸
壁
に
五
代
か
ら
宋
代
ま

で
に
３
０
０
体
以
上
の
石
像

が
彫
ら
れ
て
い
て
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

８
０
４
年
か
ら
８
０
６
年

に
か
け
て
、
空
海
は
遣
唐
使

の
一
員
と
し
て
、
長
安
で
中

国
の
文
化
、
芸
術
を
学
び
、

８
０
５
年
に
恵
果
和
尚
に
出

会
い
、
多
く
の
弟
子
の
中
か

ら
正
式
な
密
教
の
継
承
者
に

選
ば
れ
て
お
り
、
日
本
の
高

野
山
に
金
剛
峯
寺
を
創
建
し

ま
し
た
。

霊
穏
寺
近
く
に
２
０
０
２

年
、
日
中
国
交
正
常
化
３
０

周
年
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
銅
製
の

空
海
大
師
像
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
８
日
午
後
に
西
湖
を

見
学
。
十
数
年
前
に
周
囲
の

一
部
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
乗
り

合
い
の
船
で
周
囲
の
景
色
を

眺
め
ま
し
た
。
夜
の
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
た
景
色
も

見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

訪
中
団
の
皆
様
に
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
交
流
と

い
え
ば
天
津
に
い
る
私
の
友

達
と
の
付
き
合
い
は
40
年
に

な
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
10

月
に
友
達
５
人
を
連
れ
て
北

海
道
に
来
て
く
れ
て
８
年
ぶ

り
の
再
会
と
な
り
、
と
っ
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
中
友
好
協

会
の
訪
中
を
増
や
し
、
お
互

い
に
親
睦
を
深
め
、
お
互
い

の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
や
っ

て
い
け
た
ら
、
平
和
な
世
界

と
な
り
、
お
互
い
の
国
の
発

展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
副
会
長

近
藤
友
子
）

北
海
道
日
中
友
好
協
会
女

性
委
員
会
は
、
２
０
２
５
年
、

設
立
40
周
年
を
迎
え
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
す
、
顔
の
見

え
る
交
流
を
心
が
け
て
活
動

し
ま
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
か
ね
て

か
ら
復
活
を
お
願
い
し
て
い

た
、
総
領
事
夫
人
に
よ
る
国

際
女
性
デ
ー
招
待
会
を
新
し

い
形
で
再
開
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
茶
道
と
中
国

茶
の
交
流
と
い
う
難
題
で
し

た
が
、
総
領
事
館
の
皆
様
に

呈
茶
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し

た
。
坪
谷
久
美
子
副
会
長
と

そ
の
社
中
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し

き
れ
ま
せ
ん
。

６
月
、
長
野
市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
女
性
委
員
会
総
会
。

八
島
委
員
長
と
西
川
・
近
藤

両
副
委
員
長
が
出
席
し
た
際
、

中
華
人
民
共
和
国
日
本
大
使

館
の
丁
玥
大
使
夫
人
か
ら
７

代
目
委
員
長
岩
木
み
ど
り
さ

ん
ら
歴
代
全
国
委
員
長
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
岩
木
さ
ん

は
都
合
が
付
か
ず
出
席
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
11
月
29

日
開
催
の
「
北
海
道
日
中
女

性
委
員
会
の
集
い
」
の
席
で

ご
本
人
が
出
席
し
、
総
領
事

夫
人
の
祝
い
の
言
葉
と
共
に

表
彰
状
を
満
面
の
笑
み
で
受

け
取
り
、
拍
手
を
浴
び
ま
し

た
。嬉

し
い
こ
と
は
ま
だ
あ
り

ま
す
。
佐
々
木
理
事
長
は
じ

め
、
皆
様
の
働
き
か
け
で
若

い
女
性
会
員
が
増
え
て
い
ま

す
。
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

運
営
や
チ
ャ
イ
ナ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
若
い
皆
さ
ん
が
活
躍

で
き
る
機
会
を
増
や
し
た
い

も
の
で
す
。

新
し
い
試
み
と
し
て
は
、

今
年
２
月
以
来
、
女
性
委
員

会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
情
報
共
有
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
19
名
が
参
加
し

て
お
り
全
国
日
中
や
女
性
委

員
会
か
ら
の
案
内
告
知
な
ど

の
他
、
メ
ン
バ
ー
の
コ
ン
サ
ー

ト
情
報
、
チ
ャ
イ
ナ
フ
ェ
ス

な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
、
自

己
紹
介
動
画
な
ど
盛
り
沢
山

の
投
稿
が
あ
り
ま
す
。
更
に

会
員
同
士
の
交
流
が
進
む
よ

う
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
交
流
の
中
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
経
験
や
特
技
資
格

を
活
か
し
た
日
中
両
国
の
友

好
の
場
を
作
る
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
の
で
は
、
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
も
地
道
に
足

元
を
見
つ
め
つ
つ
、
民
間
な

ら
で
は
の
友
好
、
交
流
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
女

性
委
員
長

八
島
は
る
み
）
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萌
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岩木みどりさん全国表彰

23人が参加した第６回北海道日中友好協会友好訪中団。夏副総領事、城木会長らがお見送り＝2025年11月5日、新千歳空港国際線ロビー、撮影：種田

日
中
交
流
重
ね
平
和
に

令和７年１月１日号「日本と中国 北海道版」

にて紹介させていただいた映画「北の流氷（仮称）」

の製作中止が９月２５日突如発表されました。浦河

日中友好協会は令和７年度定期総会で「えりも岬の

緑化事業を題材とした映画『北の流氷（仮称）』は

世界に語りかけるものとなります。映画撮影成功に

向けて、全面的な協力体制を整えてまいります」と

活動計画に掲げサポートしてきただけに無念の一言。

王根華総領事、青木前北海道日中友好協会会長に

は現地までお越しいただきお力添えをいただきまし

た。札幌中国友好協会、白老日中友好協会にもご尽

力いただきました。応援をしていただいた皆様には

お詫びの言葉もありません。

映画のテーマ「あきらめない心」。いつの日か不

死鳥の如く蘇り、日中友好の懸け橋となることを信

じて止みません。

上海歌舞団の舞劇「朱鷺」札幌公演に当協会から

４名の会員が鑑賞させていただきました。心が震え

るほどの感銘を受けました。

中華人民共和国駐札幌総領事館をはじめ、王根華

総領事に感謝を申し上げます。皆様にとって、良い

１年となりますことを祈念しております。

（会長 辻芳明）

お詫びと感謝

全国女性委員長表彰状を手に仲間と喜び合う岩木みどりさん（中央）
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10
月
22
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
札
幌
中
国
友
好
協
会

（
以
下
「
友
好
協
会
」
と

略
す
）
と
中
華
人
民
共
和

国
駐
札
幌
総
領
事
館
（
以

下
「
札
幌
総
領
事
館
」
と

略
す
）
と
の
共
催
で
「
日

中
食
文
化
交
流
会
」
が
、

札
幌
総
領
事
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

伝
統
食
文
化
で
あ
る
お
寿

司
、
そ
の
寿
司
職
人
3
名

を
札
幌
総
領
事
館
に
招
き
、

新
鮮
な
ウ
ニ
、
い
く
ら
、

ア
ワ
ビ
、
中
ト
ロ
、
ホ
タ

テ
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
等
々
、

寿
司
の
代
表
的
な
ネ
タ
を

取
り
揃
え
て
、
50
名
ほ
ど

の
参
加
者
の
注
文
を
受
け

な
が
ら
手
際
よ
く
握
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
、

札
幌
総
領
事
館
の
専
属
料

理
人
が
「
蓮
根
の
糯
米
詰

め
黒
糖
か
け
」
「
牛
肉
の

ネ
ギ
塩
風
味
煮
込
み
」
等
、

江
南
地
方
の
代
表
的
な
料

理
8
品
を
用
意
す
る
と
共

に
、
会
場
現
場
で
水
餃
子

作
り
の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。
双
方
の
熟
練
し
た
技

（
わ
ざ
）
に
よ
り
本
格
的

な
お
寿
司
と
中
華
料
理
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
日
中
食
文
化

交
流
会
」
は
、
今
年
の
夏

に
、
友
好
協
会
会
長
の
青

木
雅
典
が
王
根
華
総
領
事

と
お
会
い
し
た
時
に
、

「
お
寿
司
の
食
べ
方
が
回

転
寿
司
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
今
、
ほ
と
ん
ど
の
留

学
生
は
日
本
の
伝
統
食
文

化
の
一
つ
で
あ
る
本
格
的

な
生
寿
司
を
経
験
し
て
い

ま
せ
ん
。
友
好
協
会
が
そ

の
機
会
を
設
け
る
の
で
、

留
学
生
を
40
名
ほ
ど
ご
招

待
し
た
い
」
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
王
総
領
事
が

「
留
学
生
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
い
て
大
変
嬉
し

い
で
す
。
折
角
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
中
華
料
理
も
ご
一
緒

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
応
じ
ら
れ
て
、
「
日
中

食
文
化
交
流
会
」
の
開
催

が
実
現
し
ま
し
た
。

札
幌
総
領
事
館
か
ら
は

王
総
領
事
を
は
じ
め
と
し

て
、
夏
副
総
領
事
、
謝
領

事
、
孫
領
事
、
高
領
事
、

及
び
新
任
の
張
教
育
領
事

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
総
領
事
の
秘
書
で
あ

る
張
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

友
好
協
会
か
ら
は
会
員
10

名
の
他
、
青
木
会
長
の
友

人
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
ご
来
賓
と

し
て
札
幌
市
長
：
秋
元
克

広
様
、
前
副
市
長
：
町
田

隆
敏
様
、
北
海
道
道
議
会

議
員
：
中
野
渡
志
穂
様
、

札
幌
市
会
議
員
：
横
山
峰

子
様
、
札
幌
市
会
議
員
：

吉
井
七
海
様
。
そ
し
て
留

学
生
か
ら
は
、
会
長
：
龚

之
桀
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
25
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
会
の
冒

頭
で
、
王
根
華
総
領
事
が

「
青
木
会
長
が
来
賓
の
皆

様
と
一
緒
に
総
領
事
館
を

ご
訪
問
さ
れ
て
、
中
日
食

文
化
交
流
会
に
参
加
し
て

頂
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
中
国
で
は

「
民
は
食
を
も
っ
て
天
と

す
る
」
、
日
本
で
は
、

「
花
よ
り
団
子
」
と
言
い

ま
す
が
、
食
は
民
に
と
っ

て
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

中
日
食
文
化
交
流
は
大
変

有
意
義
な
民
間
交
流
の
一

環
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
青
木

会
長
か
ら
は
、
生
寿
司
を

留
学
生
に
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
想
い
を
話
し
、
会

場
と
中
華
料
理
を
提
供
し

た
総
領
事
の
ご
厚
意
に
感

謝
を
伝
え
、
「
堅
苦
し
く

な
く
気
楽
に
食
べ
な
が
ら
、

交
流
し
て
下
さ
い
」
と
ご

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
秋
元

市
長
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
ご
挨
拶
を
頂
き
、
続
い

て
町
田
前
副
市
長
の
乾
杯

の
発
声
に
合
わ
せ
て
参
加

者
全
員
で
高
く
グ
ラ
ス
を

掲
げ
て
乾
杯
を
し
て
交
流

会
が
開
宴
し
ま
し
た
。

食
事
を
し
な
が
ら
引
き

続
き
、
中
野
渡
道
議
、
横

山
峰
子
市
議
、
吉
井
七
海

市
議
、
北
日
本
留
学
生
会

長
龚
之
桀
さ
ん
、
友
好
協

会
会
員
で
あ
る
敷
島
屋
の

中
村
達
也
会
長
、
財
界
さ
っ

ぽ
ろ
の
細
田
則
光
次
長
、

北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
工
藤

年
泰
社
長
か
ら
の
ご
挨
拶

も
頂
き
ま
し
た
。
留
学
生

の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
多

少
緊
張
し
て
い
た
様
子
で

し
た
が
、
本
格
的
な
中
華

料
理
と
お
寿
司
を
味
わ
い

な
が
ら
会
が
進
む
う
ち
に

表
情
も
段
々
柔
ら
か
く
な

り
、
積
極
的
に
交
流
の
輪

に
入
っ
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
談
笑
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

和
や
か
な
う
ち
に
も
熱

気
溢
れ
る
交
流
会
で
、
名

残
惜
し
い
雰
囲
気
で
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
札
幌
中
村
副
会

長
が
、
ご
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

ご
祈
念
し
て
、
華
や
か
な

三
本
締
め
を
行
い
「
日
中

食
文
化
交
流
会
」
が
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

（
理
事
副
会
長

劉
暁
娟
）

小
樽
日
中
は
、
４
月
に

設
立
15
周
年
を
記
念
し
訪

中
団
を
派
遣
し
た
。
２
０

１
０
年
に
設
立
１
周
年
事

業
と
し
て
、
青
島
市
音
楽

家
協
会
合
唱
団
22
名
を
招

待
、
市
民
合
唱
祭
に
出
演

し
交
流
を
図
っ
た
。
寺
山

理
事
（
現
副
会
長
）
が
青

島
市
出
身
の
縁
で
実
現
。

当
会
の
再
設
立
が
、
前
の

小
樽
日
中
が
小
樽
と
青
島

を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
航
路
の

開
設
直
後
に
解
散
し
た
こ

と
も
背
景
に
あ
っ
た
。
以

来
、
相
互
交
流
が
続
い
て

い
る
。
今
回
訪
問
団
は
４

人
と
少
人
数
に
な
っ
た
が
、

合
唱
団
の
方
々
が
青
島
、

曲
阜
、
揚
州
、
上
海
ま
で

９
日
間
に
わ
た
り
旅
に
同

行
し
、
厚
く
も
て
な
し
て

く
れ
た
。

青
島
は
ド
イ
ツ
や
日
本

の
街
並
み
、
曲
阜
は
孔
子

の
故
郷
そ
の
ま
ま
に
、
上

海
は
フ
ラ
ン
ス
の
街
並
み
、

揚
州
は
大
運
河
と
鑑
真
ゆ

か
り
の
大
明
寺
な
ど
歴
史

的
景
観
地
区
に
指
定
し
国

上
げ
て
修
復
を
進
め
、
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、
小

樽
も
参
考
に
な
る
と
感
じ

た
。
青
島
市
で
は
、
対
外

友
好
協
会
を
訪
問
し
、
外

事
弁
公
室
の
王
祥
瑜
副
主

任
に
お
会
い
し
、
両
市
の

交
流
促
進
を
話
し
合
っ
た
。

同
副
主
任
は
、
こ
の
あ
と

10
月
に
迫
小
樽
市
長
が
小

樽
港
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ

で
同
市
を
訪
問
し
、
副

市
長
と
お
会
い
し
た
際

に
同
席
対
応
し
て
頂
い

た
。ま

た
、
札
幌
の
渡
辺

淳
一
文
学
館
を
運
営
す

る
青
島
出
版
社
を
訪
問
。

渡
辺
淳
一
氏
の
先
生
に

あ
た
る
河
邨
文
一
郎

（
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
歌
の
作
詞
者
）
が
小

樽
出
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
小
樽
文
学
館
と
の

連
携
な
ど
を
話
題
に
。

翌
５
月
青
島
市
宣
伝
部

訪
日
団
が
、
渡
辺
淳
一

文
学
館
で
城
木
道
日
中

会
長
と
懇
談
の
際
に
小

樽
の
渡
辺
、
寺
山
両
副

会
長
も
同
席
し
た
。

こ
の
間
、
王
根
華
総

領
事
は
、
５
月
の
定
期

総
会
後
の
留
学
生
を
交
え

た
会
員
等
と
の
交
流
会
、

11
月
に
は
簔
谷
理
事
が
運

営
す
る
小
樽
歴
史
館
ま
で

お
越
し
い
た
だ
き
小
樽
日

中
両
副
会
長
や
市
の
港
湾

担
当
者
ら
と
懇
談
し
、
両

市
の
交
流
拡
大
に
向
け
協

力
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い

る
。
今
年
も
草
の
根
か
ら

の
交
流
を
続
け
て
い
き
た

い
。
（
事
務
局
長山

岸
康
治
）
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王
根
華
総
領
事
、
秋
元
克
広
札
幌
市

長
ら
を
交
え
、
留
学
生
と
記
念
撮
影

◆旭川日中友好協会 鳴海良司会長 〒070－8015旭川市神居５条９-2-13 事務局長永瀬薫宅

◆網走日中友好協会 山田庫司郎会長 〒093－0035 網走市駒場南町6-2-5

◆石狩日中友好協会 片平一義会長 〒061－3211石狩市花川北1条3-152 事務局長唐澤治夫宅

◆岩見沢日中友好協会 伊澤幸信会長

〒068－0824岩見沢市日の出北1-2-17 事務局長笠原健一宅

◆浦河日中友好協会 辻芳明会長 〒057－0034浦河町堺町西3-16-15事務局長 久保田誠悦宅

◆江別日中友好の会 内山祥弘会長 〒069－0812江別市幸町29－5 事務局長 後藤一昭宅

◆ＮＰＯ法人札幌中国友好協会 青木雅典会長

〒063－0801札幌市北区麻生町1-3‐5 ㈱青木ビジネス企画センター内

◆小樽日中友好協会 秋野治郎会長 〒047－0002小樽市潮見台1－10－2 事務局長 山岸康治宅

留学生に生寿司ふるまう 日中食文化交流会

北海道日中友好協会より、９月２０

日に美唄市で開催される日中平和友好不

戦の慰霊碑祭に中国人遺族４０名が参加

されることになっているが、夕張で亡く

なられた方の関係者が多いとのことで、

美唄市に向かう途中、夕張市に寄りたい

との内容でした。

夕張市で中国人にかかる慰霊祭は、８

月１０日に夕張市真谷地の光聖寺におい

て、合同慰霊祭（北炭真谷地鉱殉職者慰

霊・中国人殉難者慰霊・無縁仏慰霊）と

いう形で開催されております。

夕張日中友好協会では、過去に日の出

墓地（栗山町・角田炭鉱）に参加した記

録が残っておりますが、当時の北炭役員

より夕張市内でも執り行われている旨の

指摘があり、昭和４９年以降は、夕張市

内で執り行われている慰霊祭に毎年参加

している状況にあります。

今回、中国人遺族方々については、滞

在時間が短いこともあり夕張市石炭博物

館前でお会いすることとし、日中平和友

好不戦の慰霊碑祭実行委員のメール記載

内容に大夕張炭鉱歴史村という実在しな

い表示があったことや、美唄市に建立さ

れた慰霊碑であることから、三菱関連の

施設で働いた方と推察しました。理由は、

夕張市石炭博物館内敷地にある石炭の大

露頭が発見されたこの地域を北炭（三井

系列）が炭鉱開発を行う一方で大夕張

（鹿島地区）では、三菱系列が主導して

きた経過がありました。そのため夕張市

石炭博物館は、北炭関係の資料が多いの

ですが、館長の石川さんには、三菱系列

の炭鉱があった鹿島地区の生活を中心に

解説していただくよう要望しました。

また、夕張市石炭博物館は、その体験

施設として整備していた坑道が火災のた

め閉鎖となっておりましたが、今年から

再開されており、見学していただきたかっ

たのですが、滞在時間が短く断念せざる

を得ず残念でした。機会があれば、再度、

ゆっくり遊びに来ていただければと思い

ます。

（事務局長 近野正樹）

中国人遺族団体 訪問について

不
戦
と
平
和
を
願
う

夕張への中国の遺族を歓迎する（右から）近野事務局長、小林会長

小
樽
か
ら
深
夜
到
着
の
訪
中
団
を
迎
え
に
来
て

く
れ
た
合
唱
団
の
皆
さ
ん
↓

15
周
年
訪
中
団
を
派
遣

10
月
22
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
札
幌
中
国
友
好
協
会

（
以
下
「
友
好
協
会
」
と

略
す
）
と
中
華
人
民
共
和

国
駐
札
幌
総
領
事
館
（
以

下
「
札
幌
総
領
事
館
」
と

略
す
）
と
の
共
催
で
「
日

中
食
文
化
交
流
会
」
が
、

札
幌
総
領
事
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

伝
統
食
文
化
で
あ
る
お
寿

司
、
そ
の
寿
司
職
人
3
名

を
札
幌
総
領
事
館
に
招
き
、

新
鮮
な
ウ
ニ
、
い
く
ら
、

ア
ワ
ビ
、
中
ト
ロ
、
ホ
タ

テ
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
等
々
、

寿
司
の
代
表
的
な
ネ
タ
を

取
り
揃
え
て
、
50
名
ほ
ど

の
参
加
者
の
注
文
を
受
け

な
が
ら
手
際
よ
く
握
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
、

札
幌
総
領
事
館
の
専
属
料

理
人
が
「
蓮
根
の
糯
米
詰

め
黒
糖
か
け
」
「
牛
肉
の

ネ
ギ
塩
風
味
煮
込
み
」
等
、

江
南
地
方
の
代
表
的
な
料

理
8
品
を
用
意
す
る
と
共

に
、
会
場
現
場
で
水
餃
子

作
り
の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。
双
方
の
熟
練
し
た
技

（
わ
ざ
）
に
よ
り
本
格
的

な
お
寿
司
と
中
華
料
理
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
日
中
食
文
化

交
流
会
」
は
、
今
年
の
夏

に
、
友
好
協
会
会
長
の
青

木
雅
典
が
王
根
華
総
領
事

と
お
会
い
し
た
時
に
、

「
お
寿
司
の
食
べ
方
が
回

転
寿
司
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
今
、
ほ
と
ん
ど
の
留

学
生
は
日
本
の
伝
統
食
文

化
の
一
つ
で
あ
る
本
格
的

な
生
寿
司
を
経
験
し
て
い

ま
せ
ん
。
友
好
協
会
が
そ

の
機
会
を
設
け
る
の
で
、

留
学
生
を
40
名
ほ
ど
ご
招

待
し
た
い
」
と
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
王
総
領
事
が

「
留
学
生
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
だ
い
て
大
変
嬉
し

い
で
す
。
折
角
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
中
華
料
理
も
ご
一
緒

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
応
じ
ら
れ
て
、
「
日
中

食
文
化
交
流
会
」
の
開
催

が
実
現
し
ま
し
た
。

札
幌
総
領
事
館
か
ら
は

王
総
領
事
を
は
じ
め
と
し

て
、
夏
副
総
領
事
、
謝
領

事
、
孫
領
事
、
高
領
事
、

及
び
新
任
の
張
教
育
領
事

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
総
領
事
の
秘
書
で
あ

る
張
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

友
好
協
会
か
ら
は
会
員
10

名
の
他
、
青
木
会
長
の
友

人
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
ご
来
賓
と

し
て
札
幌
市
長
：
秋
元
克

広
様
、
前
副
市
長
：
町
田

隆
敏
様
、
北
海
道
道
議
会

議
員
：
中
野
渡
志
穂
様
、

札
幌
市
会
議
員
：
横
山
峰

子
様
、
札
幌
市
会
議
員
：

吉
井
七
海
様
。
そ
し
て
留

学
生
か
ら
は
、
会
長
：
龚

之
桀
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
25
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
会
の
冒

頭
で
、
王
根
華
総
領
事
が

「
青
木
会
長
が
来
賓
の
皆

様
と
一
緒
に
総
領
事
館
を

ご
訪
問
さ
れ
て
、
中
日
食

文
化
交
流
会
に
参
加
し
て

頂
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
中
国
で
は

「
民
は
食
を
も
っ
て
天
と

す
る
」
、
日
本
で
は
、

「
花
よ
り
団
子
」
と
言
い

ま
す
が
、
食
は
民
に
と
っ

て
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

中
日
食
文
化
交
流
は
大
変

有
意
義
な
民
間
交
流
の
一

環
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
青
木

会
長
か
ら
は
、
生
寿
司
を

留
学
生
に
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
想
い
を
話
し
、
会

場
と
中
華
料
理
を
提
供
し

た
総
領
事
の
ご
厚
意
に
感

謝
を
伝
え
、
「
堅
苦
し
く

な
く
気
楽
に
食
べ
な
が
ら
、

交
流
し
て
下
さ
い
」
と
ご

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
秋
元

市
長
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
ご
挨
拶
を
頂
き
、
続
い

て
町
田
前
副
市
長
の
乾
杯

の
発
声
に
合
わ
せ
て
参
加

者
全
員
で
高
く
グ
ラ
ス
を

掲
げ
て
乾
杯
を
し
て
交
流

会
が
開
宴
し
ま
し
た
。

食
事
を
し
な
が
ら
引
き

続
き
、
中
野
渡
道
議
、
横

山
峰
子
市
議
、
吉
井
七
海

市
議
、
北
日
本
留
学
生
会

長
龚
之
桀
さ
ん
、
友
好
協

会
会
員
で
あ
る
敷
島
屋
の

中
村
達
也
会
長
、
財
界
さ
っ

ぽ
ろ
の
細
田
則
光
次
長
、

北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
工
藤

年
泰
社
長
か
ら
の
ご
挨
拶

も
頂
き
ま
し
た
。
留
学
生

の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
多

少
緊
張
し
て
い
た
様
子
で

し
た
が
、
本
格
的
な
中
華

料
理
と
お
寿
司
を
味
わ
い

な
が
ら
会
が
進
む
う
ち
に

表
情
も
段
々
柔
ら
か
く
な

り
、
積
極
的
に
交
流
の
輪

に
入
っ
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
談
笑
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

和
や
か
な
う
ち
に
も
熱

気
溢
れ
る
交
流
会
で
、
名

残
惜
し
い
雰
囲
気
で
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
札
幌
中
村
副
会

長
が
、
ご
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

ご
祈
念
し
て
、
華
や
か
な

三
本
締
め
を
行
い
「
日
中

食
文
化
交
流
会
」
が
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

（
理
事
副
会
長

劉
暁
娟
）

小
樽
日
中
は
、
４
月
に

設
立
15
周
年
を
記
念
し
訪

中
団
を
派
遣
し
た
。
２
０

１
０
年
に
設
立
１
周
年
事

業
と
し
て
、
青
島
市
音
楽

家
協
会
合
唱
団
22
名
を
招

待
、
市
民
合
唱
祭
に
出
演

し
交
流
を
図
っ
た
。
寺
山

理
事
（
現
副
会
長
）
が
青

島
市
出
身
の
縁
で
実
現
。

当
会
の
再
設
立
が
、
前
の

小
樽
日
中
が
小
樽
と
青
島

を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
航
路
の

開
設
直
後
に
解
散
し
た
こ

と
も
背
景
に
あ
っ
た
。
以

来
、
相
互
交
流
が
続
い
て

い
る
。
今
回
訪
問
団
は
４

人
と
少
人
数
に
な
っ
た
が
、

合
唱
団
の
方
々
が
青
島
、

曲
阜
、
揚
州
、
上
海
ま
で

９
日
間
に
わ
た
り
旅
に
同

行
し
、
厚
く
も
て
な
し
て

く
れ
た
。

青
島
は
ド
イ
ツ
や
日
本

の
街
並
み
、
曲
阜
は
孔
子

の
故
郷
そ
の
ま
ま
に
、
上

海
は
フ
ラ
ン
ス
の
街
並
み
、

揚
州
は
大
運
河
と
鑑
真
ゆ

か
り
の
大
明
寺
な
ど
歴
史

的
景
観
地
区
に
指
定
し
国

上
げ
て
修
復
を
進
め
、
観

光
に
力
を
入
れ
て
い
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、
小

樽
も
参
考
に
な
る
と
感
じ

た
。
青
島
市
で
は
、
対
外

友
好
協
会
を
訪
問
し
、
外

事
弁
公
室
の
王
祥
瑜
副
主

任
に
お
会
い
し
、
両
市
の

交
流
促
進
を
話
し
合
っ
た
。

同
副
主
任
は
、
こ
の
あ
と

10
月
に
迫
小
樽
市
長
が
小

樽
港
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ

で
同
市
を
訪
問
し
、
副

市
長
と
お
会
い
し
た
際

に
同
席
対
応
し
て
頂
い

た
。ま

た
、
札
幌
の
渡
辺

淳
一
文
学
館
を
運
営
す

る
青
島
出
版
社
を
訪
問
。

渡
辺
淳
一
氏
の
先
生
に

あ
た
る
河
邨
文
一
郎

（
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
歌
の
作
詞
者
）
が
小

樽
出
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
小
樽
文
学
館
と
の

連
携
な
ど
を
話
題
に
。

翌
５
月
青
島
市
宣
伝
部

訪
日
団
が
、
渡
辺
淳
一

文
学
館
で
城
木
道
日
中

会
長
と
懇
談
の
際
に
小

樽
の
渡
辺
、
寺
山
両
副

会
長
も
同
席
し
た
。

こ
の
間
、
王
根
華
総

領
事
は
、
５
月
の
定
期

総
会
後
の
留
学
生
を
交
え

た
会
員
等
と
の
交
流
会
、

11
月
に
は
簔
谷
理
事
が
運

営
す
る
小
樽
歴
史
館
ま
で

お
越
し
い
た
だ
き
小
樽
日

中
両
副
会
長
や
市
の
港
湾

担
当
者
ら
と
懇
談
し
、
両

市
の
交
流
拡
大
に
向
け
協

力
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い

る
。
今
年
も
草
の
根
か
ら

の
交
流
を
続
け
て
い
き
た

い
。
（
事
務
局
長山

岸
康
治
）
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王
根
華
総
領
事
、
秋
元
克
広
札
幌
市

長
ら
を
交
え
、
留
学
生
と
記
念
撮
影

◆旭川日中友好協会 鳴海良司会長 〒070－8015旭川市神居５条９-2-13 事務局長永瀬薫宅

◆網走日中友好協会 山田庫司郎会長 〒093－0035 網走市駒場南町6-2-5

◆石狩日中友好協会 片平一義会長 〒061－3211石狩市花川北1条3-152 事務局長唐澤治夫宅

◆岩見沢日中友好協会 伊澤幸信会長

〒068－0824岩見沢市日の出北1-2-17 事務局長笠原健一宅

◆浦河日中友好協会 辻芳明会長 〒057－0034浦河町堺町西3-16-15事務局長 久保田誠悦宅

◆江別日中友好の会 内山祥弘会長 〒069－0812江別市幸町29－5 事務局長 後藤一昭宅

◆ＮＰＯ法人札幌中国友好協会 青木雅典会長

〒063－0801札幌市北区麻生町1-3‐5 ㈱青木ビジネス企画センター内

◆小樽日中友好協会 秋野治郎会長 〒047－0002小樽市潮見台1－10－2 事務局長 山岸康治宅

留学生に生寿司ふるまう 日中食文化交流会

北海道日中友好協会より、９月２０

日に美唄市で開催される日中平和友好不

戦の慰霊碑祭に中国人遺族４０名が参加

されることになっているが、夕張で亡く

なられた方の関係者が多いとのことで、

美唄市に向かう途中、夕張市に寄りたい

との内容でした。

夕張市で中国人にかかる慰霊祭は、８

月１０日に夕張市真谷地の光聖寺におい

て、合同慰霊祭（北炭真谷地鉱殉職者慰

霊・中国人殉難者慰霊・無縁仏慰霊）と

いう形で開催されております。

夕張日中友好協会では、過去に日の出

墓地（栗山町・角田炭鉱）に参加した記

録が残っておりますが、当時の北炭役員

より夕張市内でも執り行われている旨の

指摘があり、昭和４９年以降は、夕張市

内で執り行われている慰霊祭に毎年参加

している状況にあります。

今回、中国人遺族方々については、滞

在時間が短いこともあり夕張市石炭博物

館前でお会いすることとし、日中平和友

好不戦の慰霊碑祭実行委員のメール記載

内容に大夕張炭鉱歴史村という実在しな

い表示があったことや、美唄市に建立さ

れた慰霊碑であることから、三菱関連の

施設で働いた方と推察しました。理由は、

夕張市石炭博物館内敷地にある石炭の大

露頭が発見されたこの地域を北炭（三井

系列）が炭鉱開発を行う一方で大夕張

（鹿島地区）では、三菱系列が主導して

きた経過がありました。そのため夕張市

石炭博物館は、北炭関係の資料が多いの

ですが、館長の石川さんには、三菱系列

の炭鉱があった鹿島地区の生活を中心に

解説していただくよう要望しました。

また、夕張市石炭博物館は、その体験

施設として整備していた坑道が火災のた

め閉鎖となっておりましたが、今年から

再開されており、見学していただきたかっ

たのですが、滞在時間が短く断念せざる

を得ず残念でした。機会があれば、再度、

ゆっくり遊びに来ていただければと思い

ます。

（事務局長 近野正樹）

中国人遺族団体 訪問について

不
戦
と
平
和
を
願
う

夕張への中国の遺族を歓迎する（右から）近野事務局長、小林会長

小
樽
か
ら
深
夜
到
着
の
訪
中
団
を
迎
え
に
来
て

く
れ
た
合
唱
団
の
皆
さ
ん
↓

15
周
年
訪
中
団
を
派
遣
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